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速やかで，露地栽培ではほとんど硝酸の形態で作

物に吸収されている。

不良環境下で多肥されると，第1図にみられる

ようにアンモニア，亜硝酸の形態で長く存在し，

一部吸収され，一部ガス化してにげる。そして残

りが硝酸となって吸収利用される。

低温，多湿，重粘土壌では，このような分解が

ますます停滞してしまう。

また連作するために， クロ{ルピクリンや焼土

による土壌消毒がよく行なわれている。この場合

にも，アンモニアや亜硝酸が蓄積されやすい。

その結果アンモニア，亜硝酸が吸収されて，作

物に害を与えるわけで，低温，低日照下ではこの

害作用が著しく大きくなる。

したがってこの場合は，アンモニア系肥料を，

速効性のものから一部緩効性肥料に切り換える

か，硝酸系肥料にすれば，商品価値を高めること

ができるわけである。

(2) 毎年多肥されるし，雨による流亡もない

ので，次第に硝酸態チッソが蓄積して濃度障害を

起している。

この対策としては，施肥量を減ずることも大切

であるが，作物の発育に応じた施肥技術を確立す

ることで，液肥の追肥栽培が盛んになってきた。

(3) アンモニアあるいは硝酸態チッソの蓄積

に伴って誘発される，他栄養素の吸収阻害によっ

ていくつかの障害がみられている。

吸収阻害については次表のとおりであるが，十

分に解明されてない点も多いように思われる。
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高知大学農学部教授

加

むかしは適地適作とか適期栽培というように，

自然条件のょいときに，たい肥を十分に入れて多

く作くられていたが，最近は消費動向から，不良

条件下のもとでピニ{ノレやポリフィノレムを使つて

のハウス， トンネル栽培などが盛んになり， さら

に連作されるようになってきた。

このため栽培者にとって，商品性を高めるため

の品質向上が大きな問題となってきており，生育

障害や品質障害の除去に，多大の努力が払われて

し、る。

生育障害や品質障害が多く発生するようになっ

た原因には，不良環境と施肥との組合せによるも

のがひじように多い。

ここにその原因と対策をのべ，

して戴ければ幸いである。

f散

品質向上の糧と

野菜の品質向上

藤

硝酸態Nと

まえがき

施肥上の問題点

(1) 油粕をはじめとする有機質肥料およびア

ンモニア系肥料は，施されるとアンモニアとな

り，さらに亜硝酸となり，最後に硝酸となって作

物に利用される。

このような肥料の変化は，適温ではひじように

2. 

アンモ=アあるいは硝酸集積に

伴う肥料成分の吸収

酸

チ ツ ソ + + 
リンサン + C + c 
カ リ a 土

カノレシウム 一 a d 

マグネシウム 一 a 土

ホ ウ ソ 一 ab 一 a 
マシカ、、ン 一 b + bc 
銅 b + bc 

亜 鉛 b + bc 

硝アンモニアふを竺~I

硝酸態チッゲ

15 45 

アンモニア態チッソ

施肥後日数

口恵

100 

80 

60 

20 

。。

40 

可
溶
性
チ
ッ
ソ

+吸収増加，一吸収減少.:!:無関係

α: :拾抗 b: pHの変化 c : ;相乗作用 d:結合

油かすの分解に伴うE硝酸の集積状況
(土嬢100g当り泊かす29mg施用， 150d回状態。橋田， 1965) 
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f'.%(第2図 キュウリの不良果，三寸人参型キュウリ
3. 品質障害

品質には形，色沢，大きさなど，外からみて評

価されるものと，味，香，肉質などの成分的のも

のが含まれるが，このほかに出荷される商品のそ

ろいや日持ちなどの点も考慮、される。

(a) 形形は品種の特徴でもあるが，アンモ

ニア態チッソで、は， 一般にチッソがききすぎて形

がくずれやすい。

レタスの秋まき冬どり栽培では，硝酸態チッソ

だと，第1図のように扇平なよい形になるのに対

し，アンモニア態チッソだと，球形で中肋が外側

にとびでた形となり，商品価値をおとしやすい。

トマトでも同様なことがみられる。すなわち，

適度の硝酸態チッソ量だと，球形のよいものが生

産されるが，アンモニア態チッソがきいている

と，楕円形の奇形果が発生しやすい。

このように，アンモニア態チッソがききすぎる

条件は， 日照が弱いとか，低温時であるとか， 気

第1図 レタスの球形に及ぼすチッソ形態の影響

左.ア ンモニア態チツソ.右.硝酸態チツ ソ

象環境が不良のときが多い。このような時期では

硝酸態チッソの方が安全である。

しかしながら，硝酸態チッ ソでも多量に存在す

ると，吸水が阻害され，同化作用が低下して，良

質なものはとれなくなる。キュウリの三寸人参型

などの先細り果は，冬期のハウス栽培に多いが，

多肥によるものである。同様にナスの石ナスも多

肥による。

施肥量が適正でも，乾燥すると次第に濃度が上

昇し，多チッソ状態とな り，不良商品となる。結

球そ莱のチャボ玉もこのような原因によるも ので

と 科 第三種郵便物認可 (3) 学

A 少チツソ区.B 多チツソ区(いずれも普通日照〉
C 多チツソ+弱日照区 〈左から)

ある。

したがって栽培時期によって，栽培管理によっ

てチッソ量を加減し， (乾土100g当り硝酸態チ

ッソ量で)10"-' 20 mgにあるようにすることが大

切であろう。

(b) 色 着色でよく問題となるの はトマト

で，アンモニア態チッソが多量に施される と，す

じぐされ病が発生し，着色が不良になるばかりで

なく，一部組織がいたんで褐変し，著しく商品価

値をおとす。硝酸態チッソ を利用すると，すじぐ

され病果の発生を少なくすることができる。

(c) 障害 アンモニア態チッソがききすぎて

も，硝酸態チッソが多すぎても，カルシウムやホ

ウ欠が発生し，一部の組織がいたんで全く商品と

ならない。

トマト， ピーマンの尻ぐされ，ハクサイ， レタ

ス，セノレ リーの心ぐされ，ふち ぐされなどは肥料

の不調和によることが多い。温度，乾燥も関係し

ているが，適量の硝酸態チッソの補給 が望まし

い。また乾燥防止も大切な作業である。

セルリーのひび割れも，上述と似た条件のもと

で発生しやすい。

(d) 味 キュウリ，レタスのにがみなどは，

高温あるいは低温条件下でチッソのききすぎ，乾

燥が相伴なって発現してくるものである。大根の

からみも，同じよ うな環境によるものである。

(e) 栄養価 そ菜の栄養価は収穫される時期

成熟度合によって著しく異なるが，一般には日照

の強さと密接に関係し，日照が弱いと栄養価は劣

る傾向がある。この場合，適度のチ ッソ施肥は同
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第3図 ナスの不良果，石ナス

左少チッソ区

中左1
}中チ ッソ区

中右j

右多チッソ区

チッソが濃くなるにつれて

果長/果径比が低下する。

そして石ナスとなる。

大切であるが，摂取量も大きな問題であるから，

安価に大量に出荷するよう努力することがよいの

ではないだろうか。

第4図 トマトの不良果 〈すじぐされ〉

空洞果にすじぐされ病が発生

している。般もまずい果実

化を高め， 栄養価を高める。

もちろん，栄養価の高いそ菜を出荷することも

第5図セルリーの芯ぐされ

く 目 次 >

① 硝酸態Nと野菜の品質向上...・ H ・-…・… (2)

高知大学農学部 加藤 徹

④ 新しい農薬とその使い方 〔その 1)… (10) 

農業技術研究所 能勢和 夫

② 広域営農集団の育成を推進・……H ・H ・..(5) 

総合農政の基本的方向

⑤ ハウス土壌の肥料濃度と
キュウリの生育収量と養分吸収……… (11)

高知県良林技術研究所 上 杉 郁夫

③ 飼料作物の栽培について……………… (8) 

高州吟試験器 五十嵐孝典
⑥ <解説>

最近の野菜の生産動向… ・……・ … ・一(15)

農業技術研究所調査科長松島省三先生の “うまい米の多収穫法"は， 今月は休載しました。
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広域営農集団の

育成を推進

総合農政の基本的方向

政府は去る 2月18日「総合農政の推進についてJをと

りまとめ， 20日の閣議で倉石農相から報告，承認を得た

が，こ@うち「農政の基方的方向Jの全文は次の通りで

ある。

近年における経済の高度成長は，農業の発展に対して

明暗両面にわたって種々の影響をおよぽしてきたが，農

業は最近，米の需給，農業構造，価格，輸入などの面に

おいて困難な問題に当面するに至っている。今日の農政

に課せられた重要な課題は，これらの諸問題に適切に対

処し，農政の基本目標である国民に対する食料の安定的

供給と農業従事者の所得，生活水準の格差の是正を図る

ことである。

政府は，当面する諸情勢に対処して，この目標を達成

するために，つぎに述べる農政の基本的方向にそって施

策を強力に推進することとする。

第1は，農業の近代化を実現するための必要条件とし

て規模が大きく生産性の高い近代的農業の育成を図るこ

とである。

第2は，緊急に米の生産調整を図るとともに，地域の

特性をいかしつつ需要に見合'った農業生産を推進し，需

要の強い農産物の効率的増産を図り，国民に対し良質な

食料を豊富に供給することである。

第3は，農産物の価格の安定を図るとともに，流通加

工の近代化を促進することである。

第4は，農業で自立しようとする農家については，農

業所得の安定増大により，他産業従事者と均衡のとれた

所得と生活水準を確保することを旨として，所得の向上

につとめることである。

第5は，離農を希望する者が円滑に離農できるよう離

農を援助，促進することである。

第6は，農村地域の生産基盤と生活環境を総合的に整

備することにより，新しい農村社会の建設を図ることで

ある。

以上の基本的方向に即して農政を展開するに当っては

今日の農業問題が農政固有の分野にとどまらず，広く他

の各般の政策分野と関連するに至っているので，これら

諸政策との有機的関連に留意する。また，今後の施策が

所期の効果をあげるためには，農業者を含む国民一般の

十分なる理解と農業団体および地方公共団体の積極的協

力をうることが不可欠なので，この面についても十分配

慮、する。

農業構造の改善

(ア〉近代的農業の育成

農業の近代化を図るためには，農業が産業として確立

できるよう，規模が大きく生産性の高い高能率の農業経

営ないじは，農作業単位をできるだけ広はんに育成する

ことが基本的に重要である。

A このためには，自立経営農家を農業の中核的担い

手として着実に発展させ，これが農業生産のかなりの部

分を占めることとなるよう，その育成を図ることが重要

である。今後の自立経営農家は，他産業での賃金の上昇

を見込めば，昭和52年時点では少なくとも 2百万円程度

の農業所得 (42年価格)を必要とする。このような農家

を想定すれば，立地条件などによって異ろうが，たとえ

ば，水稲単作経営(内地〉では少なくとも 4ー 51!d'程

度，酪農経営(内地)では少なくとも搾乳牛20頭程度が

必要であろう。

自立経営農家を育成するとしても，兼業農家がなお相

当の割合を占めるであろうこと，および農業技術の進歩

普及に伴い，機械の共同利用などが一層進展するであろ

うことなどを考慮、して，農業生産性の向上を図る見地か

ら自立経営農家を中核として兼業農家を含めるなど，各

種の集団的生産組織を助長するとともに，農協による農

業経営の受託の推進を図ることも必要である。

さらに，作目に応じ相当面積のまとまりをもった広域

の主産地において，自立経営農家や集団的生産組織その

他地域のすべての農業者を含めて，生産段階から加工販

売段階まで一貫した組織化が必要である。この組織(仮

称「広域営農集団J)は，企業者的感覚を備えた指導者

の指導のもとで，生産から集出荷，さらに加工，販売の

各段階の運営が大型高能率の機械，施設を利用して最適

の規模で行われ，市場の動向に応じて統一された品質，

規格のものが適期に出荷されるよう組織化されるもので

ある。

B このように近代的農業を育成するためには

①農業者および農業団体などに経営ないし事業運営上

の指針を与えるため，立地条件，作目などに応じ，自立

経営農家の経営類型と協業など集団的生産組織および広

域営農集団の指導方針を策定し，これに即応して施策の

集中化，重点化を図る必要がある。

②自立経営農家を育成するためには農地の流動化の促

進を図る必要があるが，この場合，所有権の移動ととも

に賃借権の取得による経営面積の規模拡大について積極

的な措置を講ずる必要がある。同時に農地移動が規模拡

大に資するようその方向づけを行う必要がある。
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③近年における都市化の激しい進展にともない，地域 立しがたい農家が相当残ると見込まれるのでこれら農家

によっては，無秩序に農地の壊廃が行われる傾向にある O については，その所得と生活水準を維持向上させるため

このような事態に対処し，今後とも一体として農業を振 に，地域の特性を考慮し，安定した兼業機会の創出と増

興すべき地域を明確にするため，農業振興地域制度の適 大を図る必要がある。この場合，兼業農家の保育する農

正な運用により，農村における土地利用区分の明確化を 地が，農業で自立しようとする農家へ漸次集積するよう

図る必要がある。 な方途を講ずる必要がある。

④近代的農業をささえる新しい農業のすぐれたにない 食糧の安定的供給

手として，単に生産面にとどまらず，販売面についても 国民に対する食料の安定的供給を図るためには，長期

十分な知織をもち，企業者的経営管理能力を備えた農業 の需給見通しに立って，需要に見合った効率的な農業生

者を養成する必要がある。 産をすすめるとともに，これを補うものとして輸入政策

⑤生産から加工流通にわたる新技術の開発を含め，規 を強力的に運用し，輸入の活用を図る必要がある。

模の利益を実現しうる高度の技術の開発と普及を図ると その際，自給率が著しく低下することのないよう，需

ともに高度の技術が十分に駆使されるよう土地および水 要の強い畜産物，飼料作物，園芸作物などを中心に国内

条件を整備することが重要である。このためには，試験 生産の維持増強につとめなければならない。

研究体制の刷新と普及体制の整備をすすめるとともに， しかし，その場合でも，生産性の向上を基本として近

用排水の完全制御を可能とする水利施設の整備，機械化 代的農業によって，相当程度の自給率を確保することが

を容易とする闘場区画の拡大，畑地かんがい施設の充実 必要である。

と農村道路の整備，さらには飼料基盤としての草地の改 また，最近の農産物の需給事情をみると，米以外でも

良造成などを計画的に推進する必要がある。 品目によっては，生産過剰のおそれのある農産物もあ

⑨農地価格については，高度経済成長が続く限り，な る。こうした需給の状況に対応して，農産物の需給の調

お上昇基調を続けると見込まれるので，農業振興地域の 整と需要に見合った生産の誘導がとくに重要である。

整備などを通じて，農地価格の安定につとめる必要があ くア〉農業生産の方向づけ

る。

〈イ〉離農の援助，促進

このように，農業構造の改善を図り，近代的農業を育

成するためには，中高年齢層を多数かかえた就業構造の

改善を図ることが重要である。

A，このためには，新しい農業のすぐれたにない手の

確保を図る必要があるが，経営面積の規模拡大など農業

構造の改善に資する方向で農業従事者が自主的な引退ま

たは転職によって離農することを援助，促進することが

必要である6

離農の援助，促進をすすめるに当っては，高年齢者の

農業からの引退が果す役割が大きいので，農業者の老後

の生活保障と経営移譲の促進の重要性をあわせ考慮し，

農業者年金制度の創設を図るとともに，この制度の対象

とならない老齢農業者等に対し，離農の円滑化と農業経

営の規模拡大に資するための特別の措置をあわせ講ずる

B さらに，転職による離農については，中高齢層を

含め離農者が有利かつ円滑に転職できるよう環境条件の

整備を図る必要あがるが，とくに住居を移転せず通勤形

態による他産業への就業の機会を創出するため，農地利

用との調整を図りながら，工場の地方分散を積極的かつ

計画的に促進する必要がある。

(ウ〉兼業機会の確保

離農しやすい条件を整備するとしても，なお農業で自

今後の農業生産をすすめるに当っては，以上の観点か

ら，米については可及的すみやかに需給の均衡回復を図

るため，思い切った生産調整を行うことが急務である。

また，畜産物，園芸作物については，需要の伸びが強

いので，畜産をわが国農業の重要な!部門として確立する

とともに，園芸部門についでも，その積極的振興を図る

必要がある。

また，全国的視野に立って農産物の需給調整を図りつ

つ，地域の特性を生かして効率的な農業生産をすすめる

ため，適地適産の原則にのっとり，将来にお吋る農業生

産の望ましい姿を明らかにすることが必要である。また

これに基づき適切な生産誘導につとめるとともに'.農業

団体などによる生産，出荷の調整に資する必要がある。

〈イ〉輸入の調整

わが国農業は，経営規模が零細で生産性の低い多数の

農家から構成されており，農業構造の改善が緊急の課題

であるうえに，米の生産調整など困難な問題をかかえて

いるので，内外からの保護措置の軽減撤廃の要請ににわ

かに応ずることは困難であるが，内外の情勢からみて，

現状に固執することはできない。

政府としては，今後とも残余の輸入制限品目について

輸入制限の緩和ないし撤廃につとめるが，その際，‘園内

生産を維持増強すべきものについては，農産物の輸入自

由化に対応して国内生産に不測の悪影響を与えることの
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ないよう慎重に配慮する必要があり，すみやかに国内生

産の合理化と流通加工の改善をすすめ，あわせて必要に

応じ関税，輸入課徴金制度などにつき検討する。

また，今後とも輸入制限を継続せざるをえない農産物

についても輸入制度の強力的運用を図る必要がある。

農産物価格の安定と流通加工の近代化

(ア〉農産物価格政策の方向

農産物価格水準は，基本的には生産者，消費者を含め

国民的合意のえられる安定かつ適正な水準であることが

必要である。すなわち，長期的には国際価格の動向を勘

案し，かつ物価の安定に寄与するよう留意すべきであ

る。これとともに従来，需給事情を十分反映しないうら

みのあった価格政策の運用を改め，今後は需給の長期的

実勢を反映した価格の形成と，価格の安定に重点を移す

方向で推進する必要がある。

農産物価格の安定を図ることは農業者のみならず，消

費者家計にとってもゆるがせにできない問題となってい

るので，これを強力に推進するものとし，生鮮食料品な

どについても流通加工対策を強化して価格の安定につと

める。また行政価格の決定にあたって考慮すべき事項に

ついての考え方を統一する方向にすすむ必要がある。

(イ〉流通加工の近代化，消費者保護対策の推進

農産物市場の安定の拡大を図りつつ消費者の選好に応

じて食料を安定的に供給することは，農業者の所得の維

持向上と国民食生活の安定向上のために重要である。

A 流通については，産地における生産出荷体制の整

備を図るとともに，卸売市場の計画的整備，新しい流通

技術の導入，規格，包装の標準化，小売業などの近代化

などによる流通コストの低下，さらに情報処理の円滑化

などを積極的に推進する必要がある。

B 農産物の加工については，最近における食品の加

工利用技術の発展に対応して新技術の開発と導入など技

術水準の向上をすすめるとともに，食品工業などについ

て業種の実情に即してその近代化，合理化を促進する必

要がある。

なお，農産物の加工に関連し，農業所得向上の見地か

ら，企業の効率化に配意しつ，つ，農業協同組合の資本参

加，原料の特約栽培の推進につとめる必要がある。

C 国民の生活水準の向上と都市住民の消費者意識の

高まりに対応して適切な消費者保護対策を講ずる必要が

ある。

(ウ〉市場の開発

農産物市場の開発を図るため，国内において学校給食

の拡充など新しい需要の創出と拡大をすすめるほか，輸

出の振興を図るため，広く輸出マインドの喚起につとめ

るとともに，輸出市場の開拓と輸出体制の整備などを推

進する必要がある。

(エ〉農業生産資材の安定的供給

農業の交易条件の不利を補正し，農業者の所得の向上

に資するよう，良質な農業生産資材の低廉，かつ豊富な

供給を図るため，関係企業の近代化，合理化および技術

水準の向上などを通じ製品の性能の向上，コストの引

下げを図るとともに流通の合理化を推進する必要がある

農業所得の確保

農家の所得・生活水準と他産業従事者のそれとの均衡

を図るよう格差を是正するため，農家の所得の増大と農

業者の福祉の向上を図ることが重要である。この場合，

農業によって自立しようとする農家らしい農家について

は非農業従事者の所得と均衡する農業所得が得られるこ

と，兼業農家については農業所得と農外所得をあわせた

農家所得が非農業従事者と均衡することを基本として，

格差の是正につとめる必要がある。

このため生産，構造，価格流通など各般の施策を総合

的に講ずるとともに，とくに農業によっては自立しがた

い数多くの兼業農家については，その所得を確保するた

め兼業機会の増大と就労条件の安定化を図ることとする

新しい農村社会

〈ア〉農村生活環境の整備

農村の生活環境施設は，都市と比較して一般に著しく

立ちおくれている現状にあるので，近年における生活水

準の向上，生活欲求の多様化および農業の新たな展開に

対応して早急にその整備を図る必要がある。

このため，農村における土地利用区分の明確化を図

り，道路，住宅，水道その他の生活環境条件の整備を積

極的に推進する。

(イ〉過疎地域の振興

近年，一部農山村地域において，人口の急激な減少によ

り過疎現象が生じているので，地域住民の福祉の向上と

国土の有効利用の観点からその対策を強力に推進する必

要がある。このため，これらの地域の実情に即し林業，

畜産，園芸などの施策を充実するとともに，これらとあ

わせて，道路，住宅，老人福祉サーピス等の充実など生

活環境条件の総合的な整備を推進する。

(ウ〉自然の保護保全とレクリエーションへの活用

農村地域の自然を積極的に保護保全し，国土を災害か

ら守るとともに，国民の自然への渇望と青少年の野外活

動など国民のレクリエーションに対する需要にこたえる

必要がある。このため，農村地域における土地，水など

の資源の開発保全，道路などの環境整備をすすめるに当

っては，自然の保護保全につとめるとともに，地域の特

性に応じ，農業とレクリエ{ションとの結びつけの方途

について検討をすすめる必要がある。
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飼料作物の

栽培について

九州農業試験場畑作部

五十嵐孝典

1. 飼料作物の重要性

わが国の農業構造は，ここ一年間に米の余剰問

題，貿易の自由化などの問題をかかえ，昭和35年
頃以上に大きく転換することを余儀なくされてい

ます。その結果，一部では水田作から畑作への転

換によって畜産や園芸にウエイトがおかれ，茶園

や桑園も増加することが予測されています。

主要作物の作付面積の推移をみると，麦類，甘

しょ，豆類が減少傾向を示すに反し，果樹，飼肥

料作物，野菜は明らかに増大しています。

このように飼肥料作物の栽培面積が増大したの

は， 42-----43年度の例についてみても，畜産が43年
度においては， 42年度に比し 8.3%増と高い伸び

率を示し，相変らず畜産物の需要増加が続いてい

るためで、す。

しかしながら， これでもなお，国内における粗

飼料の生産供給については不十分で，年々多量の

飼料を輸入に頼っています。すなわち，飼料需給

の推移をみますと，総供給量に対する粗飼料の比

率が低下しているのに反し，輸入飼料や濃厚飼料

主要作物の作付面積推移
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の比率は，相変らず増大しています。

したがって，今後の畜産物需要の動向を見通し

ますと，水回転作畑，未利用の山地，傾斜地など

を含めた畑地において，牧草や飼料作物を栽培し

て生産力の増強をはかり，家畜の飼養源を確保す

ることが必要となりましょう。

2. 南九州の火山灰土壌における

飼料作物の栽培

なかでも九州は， 日本の食糧基地として，我国

の農業生産において占める比重は大きく，そ菜，

果樹とともに畜産の伸びが見込まれております。

ところが，その中心になる南九州の畑地は，一般

に土地条件の整備が不十分で，その殆んどが清薄

な火山灰土壌であり，集中的な多雨地帯に属して

いるため，生産力も低く，飼料生産拡大の陸路に

なっています。

しかし，このような土壌でも， これらの欠点を

消去してやれば，かなり高レベルの収量を期待で、

きる可能性のあることが判ってきています。

火山灰土壌では，いずれの作物を栽培するにし

ても堆厩肥の補給が重要なこととされています

が，堆厩肥の生産量には限度があります。そこで

例えば，土壌のリン酸吸収係数の5----10%に相当
するような多量のリン酸を，肥料としてでなく土

壌改良資材として作土に入れてやりますと，熟畑

開こん地を問わず，著しい増収効果のあることが

判ってきました。

都城盆地(霧島火山灰土壌，浮石を含む〉で3

年間， 7作について行なった試験結果でも，最初
に10アーノレ当たり 100----200kgのリン酸を全面散
布してすき込むことによって生育が促進され，最

終年度の青刈えんぱくでもなお 3，......， 4割増収し，

残効も大きいことを示しています。

このばあい，熔リンによる肥効の大きいことを

示していますが，熔リン施用区における茎葉のリ

ン酸や苦土含量が高くなっていることからみて，

リγ酸のほかに火山灰土壌で不足し勝ちな一昔土

の補給源としても役立っていたことを示すもので

しょう。

一般に資材としての過燐酸と熔リンの肥効を比

較すると，施用当初においては過燐酸の効果が大

きく，経作的に熔リンの残効が大きくなる傾向を

示しているようです。
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第 1 表土壌改良効果試験〈昭和40年~42年〉

とうもろこし 青え刈んぱく 青刈とうもろこし 青な刈たね 甘しょ 青え刈んぱく

梓 子実 1期作 2期作 〈上いも重〉

対 照 100 100 100 100 100 100 100 100 

(63.0) (49.3) (42.3) (153) (186) (67.4) (423) (198) 

F.P 150 118 115 164 125 320 100 141 

S.p 152 118 114 97 102 141 96 112 

F.P:SP (4:1) 149 116 111 162 114 284 100 139 

F.p:S P4+ (4:1〉 161 131 119 170 139 370 106 152 

堆 目巴 96 103 98 158 123 313 102 121 

注 1※……リ γ酸吸収係数の109ぢ相当量，他の区は5%相当量
をそれぞれ耕土15cmに施周した
2 F.Pは熔リ γ，S.Pは過燐酸を示す
3 数字は対照区の収量〈括弧内， Kg!10a)を100とする指数
で示した

4土嬢:pH (Kcl) 4.7， CEC 16.4me!100g乾土，石灰飽和
度6.7%，リソ酸吸収係数1405
5堆肥は4.3ton!10a 

施用した肥料の溶脱，流亡が著しいこのような

土壌では，土壌改良処理を行なった上に， ビニー

ルマルチを併用すると，さらに7%増収効果が認
められました。

また甘しょにおいてみられるように，作物によ

っては増収効果のみられない例もあります。これ

は他の生育阻害要因があって，生育が規制された

ためと考えられます。

そこで，同じようにリン酸多施による土壌改良

を行なったソルゴーに，カリの追肥を行なってみ

たところ(第2表〉追肥量の多いほど，明らかに

第2表 リン酸多施土壌におけ~

カリの追肥効果 (昭和44年〉

ソノレゴ~ (生草重) I甘しょ仙も〉

対照 少追肥量 追多肥量 対照 追早期肥 追後期肥

収
1番刈 312 290 360 315.1 355.5 300.0 

量

Kg!a 2 " 
336 367 414 

3 11 309 326 409 

合計 957 983 1183 

指数 100 103 124 100 113 95 

注 1 都城盆地土擦における試験
2 少量，多量および甘しょの追肥はそれぞれ10a当たり10kg，
20kgおよび17.8kgのK.O量を示す

増収することがみられました。

これらの結果から判断しますと，土壌改良を行

なった場合には，窒素やカリ，その他の要素を余

分に補給してやることが必要で，それぞれの条件

に応じた施肥法や，施肥量を改めて考えることが

大切なようです。

一方，濃厚飼料の輸入量も増大しているので，

土壌改良および栽培技術や施肥法の改善によっ

て，甘しょなどに変る飼料原料用作物の増収の可

能性を追及し，何とか国際価格にたちうちできる

生産をあげてみたいものです。

例えば，マイロ，アノレフアルファ，飼料用大麦

などは，品種の改良により暖地に適した高収性の

ものが見出されていますので，水田裏作や畑作に

おいて，それぞれの条件に応じた栽培法が検討さ

れることになりましょう。

もちろん， これらの流通飼料に属する飼料作物

で経営が成り立つためには，同時に計画的作付面

積を確保することが必要でしょう。

また南九州では，今後，順次，河川の水を利用

して畑地かんがいを行なうことが計画されていま

す。飼料作物に関しても，作物の種類や土壌条件

に応じた施肥法や栽培法について，かん水技術の

検討を重ねて行くことになりますが，これらによ

って，飛躍的な増収も期待できるでしょう。
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新らい、農薬と

その使い方〈その 1)

農業技術研究所能勢和夫

数年前とちがって農業に対する世間の目ががら

っと変り，米をたくさんつくることに，何んとな

く後めたさを起こさせるような気配である。従来

は，多少とも心配があると農薬をかけておいて，

病気や虫を寄せつけないやり方が推奨されてい

た。

これからは，必要な時以外はなるべく農薬を使

わせないようにし，農薬もあとまで残らない，分

解の早いものを選ぶよラになるであろう。

そのため，農薬を適期に適量かける技術が従来

以上に厳しく要求され，これを誤ると，収穫物に

残留する農薬のため収穫物の販売ができなくなる

とか，病害虫による被害が甚しくなるということ

になりかねない。

もとより農薬の具体的使い方は包装によく表示

してあるし，使用適期は，その地方地方の普及員

の方々が選んでくれるから， これらを忠実に実施

すればよい。それを効率的に実施するためには，

農薬の性質をよく熟知しておく必要があるので，

この点を中心に解説してゆきたいと思う。

土壌くんじよう剤 (1)

土壌病害または線虫を防除するために，作付前

の土壌に施こし，薬剤の消滅後に作物を植えるの

で，農薬残留の問題がない。しかし，防除が不徹

底だと，病害虫の回復が早く被害を受けるおそれ

がある。

使用法は 30cmごとに深さ 15，.......20cmの穴をあ

け，これに 2'""'3m.eを注入して覆土する。つぎの
列は 30cm離すが，穴の位置は前列の2穴の中央

(すなわち 30cm千鳥〉とする。クロールピグリン，

臭化メチノレなど揮発の早いものは， ピニールなど

で全面被覆しないと効果が上らない。

くんじよう剤のほとんどがハロゲン化炭化水素

であっiて;SH基のアルキル化による不活性化が，

作用の原理である。したがって，堆肥など SH基を

多く含むものを混入した土壌では，薬量を増加さ

せる必要がある。

クロールピクリン〈三塩化ニトロメタ γ〉

第一次大戦で催涙ガスとして使われ， 1918年フ

ラソスでコグゾウの駆除によく効くことがわかっ

て以来，広く使われている。 1923年ごろからパイ

ナッフ勺レの線虫防除に使われている。現在では線

虫よりも土壌病害に主として使われている。

フザリウム菌による病害ーすなわちウリ類のつ

るわれ病， トマト，ナス類のいちょう病，大根，

白菜類の萎黄病などは，他に有効な薬剤があまり

ないので， クロールピクリンで土壌消毒をしてか

ら作付けすると，多発地でも病害発生を著るしく

遅らせることができる。

病害発生が長期に抑えられる理由としては，フ

ザリウム菌の殺菌がかなり完全であることのほか

に，対抗菌に対して作用が小さいことである。そ

のため土壌の制菌作用を増大させ，病原菌の回復

を抑える口

また， クローノレピグリ γを処理した土壌では，

作物の生育が旺盛になることが知られている。こ

れはグロールピグリ γによって土壌の微生物層が

作物の生育に好適なように変ったことによる。

そのーっとして殺硝酸化成菌効果によって，窒

素の流脱が著るしく小さくなることが確かめられ

ている。

この効果は水田で著しく，田植前に処理した場

合は，窒素の施肥量を 3'""'5割減とする必要があ

るほどである。

各種の病害に効くが，細菌による病害にはあま

り効果がなく，初期は抑えていても，後期発病が

かえって大きくなることがよくある。クロールピ

グリ γの欠点は刺戟が強く，都市近郊では使いに

くいこと，値段が高いこと，金属容器を腐食させ

ることである。

アイオピクリン 沃化メチノレとクロールピグリ

ンを混ぜたもので，タバコの黒根病，立枯病，ネ

コプセγチュウに使われる。

ガスパ二塩化ニトロメタ γ，三塩化ニトロエ

チレン，三塩化ニトロエタの混合物で，クロール

ピクリ γに類似した適用範囲を持つが，効果はや

や劣るようである。(この項続く〉
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ハウス土壌の肥料濃度と

キュウリの生育収量と養分吸収

高知県農林技術研究所 上 杉 郁 夫

ハウス野菜は一般的に多肥栽培であり，なかで

も主産地では生わらの大量施用に，油粕など有機

肥料の多用を中心とした施肥法がとられ，施肥量

は野菜が必要とする養分量の数倍以上が施され，

野菜の栽培生理からみても限界に近い多肥であ

る。これまでの野菜生産は，農家個々の経験的な

対応技術によって，概して高い生産が支えられて

来たといえる。

しかし近年におけるハウスの大型化，固定化，

ビニール被覆の二重，三重化および，暖房機の導

入などによるハウス環境の変化は，多肥との関連

で各種の生理障害を引起し，生産面での減損がみ

られるので，各種要因との関連においての施肥合

理化が強く望まれている。

以上の背景のもとに，これまでとくに具体的に

検討されていなし、，ハウスキュウリの生育収量お

よび，養分吸収に及ぼす肥料濃度の影響を，キュ

ウリの栽培時期(半促成，促成〉との関連におい

て検討したので，その一部について紹介してみた

し、。

1. 試験設計と耕種の概要

ハウス栽培農家の施肥慣行は，先述のように，

油粕など有機質肥料中心の施肥であるが，有機は

土壌中での分解とか，野菜に対する肥効が複雑で

あるので，本試験では単純に，単肥の硫安，過燐

酸，硫加を使用し，表示.した試験設計と耕種概要

第 1表試験設計

処理番号 INの形態 IN.P.K施用量(全量元肥}
1. I (硫安) I 30kg 

2. 60 

a 90 

4. I I 120 

P.05'"…過りん酸.K.O...・・・硫酸カ九稲わら2t/l0a.苦土石灰
200kg/l0a，試験圃場・…・・水田〈沖積)SICL. PH (H.O) 6.0 

第 2表耕種概要

作 期 |半促成 |促 成

品 種| 初 初 潮

定播植木種数 I昭34，37年00本2月/108a日I昭34，730年0本10/月108a日

定 植| 3月26日 11月18日

収穫始 4月18日 12月16日

打 切| 6月19日 |昭4削月間

によって，肥料濃度とキュウリの生育反応を，作

期との関連において検討した。

2. 施肥量と土壌pHCH20) ，EC，および可溶性
N CNH4-N， N03-N)の経時変化。

(1) 可溶性 N(NH4 -N， N03 -N) 

半促成キュウリ(初作〉における土壌中，可溶

性Nをみると，いずれの処理においても，元肥施

用後1'"'-'2週間は施肥N量を超える濃度を示し，そ

の後もキュウリの適濃度と推定される，乾士100g

当15mgを上廻る濃度で、経過しi収穫打切時に至

っても，施肥Nの50%以上が検出された。

また多肥系列では硝化抑制が著るしく，収穫打

切り時においても，残存Nの35'"'-'50%がNH4-N

で検出された。

促成キュウリ (2作目〉となると，硫安Nの硝

化速度は全般に早く，栽培期間中の土壌中，NHc

NとN03--Nの割合には著るしい違いがみられた。

とくにこの傾向は，少肥系列において強かった。

なお促成キュウリで、は，栽培期間が長期に亘っ

たために， N30kgで、は生育後期になると，可溶性

N濃度が，キュウリの推定適量をかなり下廻る低

濃度となった。なおN60，90kgの場合も後期にお

いては，乾土100g当り 10mgを下廻る濃度になっ

たc
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(2) 土壌pH(HaO) で、のNH4-N施用における生育障害とよく似てお

半促成(初作)で、は，施肥後一度pHの上昇がみ り，低温時における NH4-Nの過剰吸収が原因と

られ，その後，硝化の進行につれて低下し，4. 3"-' 推定している。

5.0の範囲で平衡に達した。 なお多肥系列では，個体聞における生育のパラ

促成の場合は，施肥Nの硝化速度が早かったた ツキが著るしく，その傾向は収穫打切り時まで続

めに，定植当初における pHの上昇はみられず， いた。

pH (H20)は50前後で推移した。 (2) キュウリ地下部の生育量

(3) 土壌懸濁液 EC 地下部の生育量を第2表にしめす。地下部の生

EC値の変化は当然のことながら，施肥レベルと

の相関が大きく，半促成ではN30kg1.5"-'2. 0， 60 

で2.0"-'2. 5， 90kgで2.5'"'-'3. 0， 120kgで3.0"-'3.

5kgの範囲で推移した。

促成の場合は，栽培期間が長期に亘ったため

に，後期において低下がみられ， N30kgで1.5.......， 

0.5， 60kgで2.5"-'0. 8， 90kgで3.0"-' 1. 2， 120kg 

で3.9，，-，1.5の範囲で経過した。

(第2表1-)地上部生体重の推移 (43年半促成)1株当り

g 

6月30日

827 

1063 

1087 g 

5月20日

862 

865 

860 g 

4月22日

231 

184 

268 30 

60 

90 

施肥量

N 

737 794 170 120 

育も N90kg以上になると，

とくに悪るく， 多肥系列で

は， 個体聞のパラツキが大

きかっfこ。

(3) キュウリ葉縁部の溢液現

象

ハウス窓開放前の早期

に，キュウリ葉縁部の溢液

現象をみると， 多肥系列で

は， 濃度障害現象によって

吸水が正常に進まず， ほと

んどの株で溢液がみられな

かった。一方，N30kg， 60kg 

系列では， キュウリの上位

葉まで溢液し， かつ発現株

も多かった。

(第1図-1.土壌のpH(HzO) ECおよび可溶性Nの経時変化 (43年促成〉

Ifl~~ーー l~\一-r-\一一- l----ー
配 ~fL' [ ， FC==  _L ~/.-:・ fζ

i!~~r滋
硫

安

系

(第1図-2.土壌のpH(HzO)， ECおよび可溶性Nの経時変化 (44年促成〉

fjf一一一-E-一一--E E---

C;l T下一:ー〉日lー下一L一一一
!?，恥-~ゐJ弘J後ら

4. 肥料濃度とキュウリの果実収量
(1) 肥料濃度とキュウリの着果数と品質

施肥量 l悶 16日 I1月別 I3月11日 I5月間

30 I 72.9gl 254. 8 gl 452 gl 

6o I 64. 9 I 205. 8 I 259. 3 I 

90 I59.9 I 69.0 I 87.0 I 

mI  63.9 I 97.6 I 凶 o

(44年促成)1株当り

g 

468 

254 

620 

.346 

(1) キュウリの栄養生長量

施肥量による生育差は，定植後6.--....7日して活

着，伸長が始まると直ちに現われ， N90kg， 120 

kgの多肥系列では生育が抑制され，葉色が濃緑に

なり葉の伸展悪るく， 日中は萎凋がみられた。

とくに促成栽培の場合は，半促成にくらべ障害

が激しく，地上部の栄養生長量は著るしく劣っ

fこ。

この障害現象は，低温時の水耕或は，砂耕試験

肥料濃度とキュウリの生育反応。3. 

(第2表-2)地下部生体重の推移

N 
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たがって高含量 2. NH4-N吸収過剰

となる傾向がみ

られ，石灰では，

逆に施肥Nが増

加すると低含量と

なった。その 他

の要素に つい て

は，傾向が明らか

でなかった。

5要素吸収量は

地上部の栄養生長

量および果実収量

との相関が大で，

全般に少肥系列に

おいて大であり，

多肥系列で少なか

った。

半促成と促成と

の養分吸収の特徴

的な相異点をみる

と，前者ではとく

に石灰の吸収量が

大きく，後者では

燐酸の吸収量が大きかった。

なお，比較的正常な生育をしたと考えられる N

1. NH4-N吸収過剰

第2図にみられるように， N90kg以上になる

と，先述のように地上部の栄養生長が不良とな

り) 1株当り の着果数は著るしく減少した。また

着果しても萎凋果となり，収穫できないものが多

くなった。

なお，品質的には下品果(曲り果〉が多くなる

傾向にあった。 第2図肥料濃度とキュウリ

(2)キュウリの収量 の着果数と品質 (44年促成〕

半促，促成ともN30kg

がもっとも高い収量を

しめし施肥レベルが高

くなるにしたがって，

減収がみられた。とく

に促成の場合は， N90 

kg以上になると，地上 20 

部の生育を反映して，

収量面でも極端に減少 10 

がみられ，半促成の場

合と著るしく生産量を 。 一
[処羽 2 2 2 官

異にした。

5. 肥料濃度とキュウリ茎葉中の5要素

含量および吸収量

キュウリ茎葉中における肥料5要素の含量は，

半促，促成とも Nでは，施肥Nが増加するにし

第3図ー1 旬別累積収量(1区当りkg)43年・半促成

{ケ}

40 

川口…

JmM刷
書
官
凋
果
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品

上
品

(第3表)地下部生体重
(44年促成) 1株当り

施IiE71(dJAL副乾物率
心51335 g110. 3 

60 I 325 I 9.9 

9o 
I 
162 ~ 

120 I 133 l~ 

(第4表)溢液発現株率 (43年半促成)
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30kg (キュウリ果実収量12.4------

17.0t/l0a)における5要素吸収量

は， 10a当り N28"-'33kg， P205 
8"-' 12kg， K2038，，-，40kg， Ca026 

"-'38kg， Mg08"-' 10kgで、あった。

以上，肥料濃度とハウスキュウ

リの生育反応および養分吸収を，

キュウリの作期(半促，促成〉と

の関連で検討した結果を紹介した

が， その概要は次の通りである。

(同1
ω 

N.30kg 60 90 



3. 

月別累積収量(1区当りkg)44年促成キウリ第3図ー2

(1，)， 

80 

40 

20 

60 

第4図-1 43年

肥料5要素吸収量半促成

第4図-244年

肥料5要素吸収量促成

γγ-....."-..._"..._.........，，.................." 

， 米作調整は順調 j 
調整について全国農協中央会が3月間，各)

都道府県農協中央会から集めた情報によると，全国の状〈

況は次の通りで，道県が90?';以上の目標達成を見込んで(

い る。¥
一般に米産県は「食管制堅持のためには，生産調整も i

-?Ù~tIJtJv'J とう協力 一し

が，山形，福島，茨城，佐賀の各県中央会は「現行食管〉

法下で買入れ制限可能」という‘倉石発言、がマイナス〉

になったーーと報告している。¥

， なお不明の県のうち， r栃木，埼玉，岡山は対応が遅}
〉れているだけで，ほぼ順調に進もう」と全国農協中央会}

Jはみている。 ) 
、b目標達成見通し 100%以上=北海道，群馬，石川， ) 
愛知，熊本，宮崎b同100%青森，秋田，富山，福井， ) 
三重，奈良，島根，広島，山口，香川，愛媛，鹿児島〉

b同90-99%=岩手，福島，長野，滋賀，高知，佐賀)
b同70-89%=宮城，岐阜，兵庫，鳥取，徳島，福岡J
b同50-69%=長崎b同49%以下=山形，茨城，山梨}
(r>見通し不明=栃木，埼玉，千葉，東京，神奈川，新潟， ( 
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2. 肥料の多量施用は半促，促成
とも，キュウリ茎葉中の石灰

含量を低下させた。

低温時に栽培の中心がくる促

成栽培では，土壌の硝化能が

かなり高まった。キュウリ 2

作目においても，硫安N(NH4

-N) の多量施用は NH4-N

の過剰吸収によって，地上部

および地下部の生育が著るし

く不良化し，果実収量が極端

に減少した。
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1. 半促成および促成キュウリとも，生ワラ10
a当り2t，硫安N全量元肥30kgで，一応順調な
地上部の生育と，果実収量をあげることがで

きたが， これ以上の施肥量では，地上部およ

び地下部の生育が不良化し，着果数の減少，

萎凋果の増加によって収量が減少した。

N 30 60 90 12Okg 
1 1 I 



昭和45年3月1日 農 業
111111_111111同..111111咽ー111111司..111111‘・~11 1II1_1 1I1I1_1I1I11_ 1I1111_11I1II-1I1I1I~・~1I1111_1I1I1I_1I 1 1I1_11I1I1.削11川 _111111咽酔HlIU.... ・削IIIII~・"111111"酔 IIIIII~・~IIIIII_IIIIII_IIIIII-IIIIII~酔IIIIII-IIIIII~酔111111_111111司..111111司"111111 ‘..IIIIII~ー111【

悼…<解説>一一..，.. ..， ..，.ご一二ご

最近の野菜の生産動向

-~ー竺... ... ... .. --... ..・h‘-・一ー-~ 竺一---
最近における果実の生産動向は，前号に述べたとおり

だが，本号では野菜の生産動向をみよう。もちろん，そ

の全般を展望することは不可能なので，残りが中断され

ることをお断りしておく。〈紙面が許せば次号に掲載す

る。〉

野菜の生産額

野菜の生産量は年々増加しているが，と角価格が不安

定である。とくに43年は豊作年であったので，価格は非

常に下落し，総生産額は前年を下回った。

農業所得統計によると， 43年の野菜総生産額(組生産

額〉は4，676億円で，農業総生産額の11.1%に当るが，

前年比生産額では， 4.8%，占有率も 1.1%減少した。

しかし，過去5カ年の野菜生産の伸びは年率13.4%で，

他の作物に比してかなり高率である。

この中でも，果菜類が一番高く，過去5カ年の伸びは

年率17.8%，次ぎが葉茎菜類で15.6%，根菜類は6.6%

である。

〔地域別生産額〕…地域別にみると，関東，東山が圧

倒的で，全国野菜生産額の33%，次ぎが東海の13%，九

州，東北の10%である。また各地域の野菜生産の依存度

を，農業総生産額に対する野菜生産額の割合からみて

も，やはり関東，東山が17:4%と高い。とくに南関東の

25.0%は，この地域が野菜生産に最も適した都市近郊地

帯における特性を物語るものであろう。

これに続いて東海16.5%，近畿15.6%，四国15.1%と

なっている。四国は生産額は少ないが，中京，京阪神市

場を控えているので，野菜生産には意欲的である。

県別に42年の生産額をみると， 100億円を超える県は 15

ほどある。中でも千葉県は374億円でトップ，愛知県272

億円，埼玉県271億円，茨城県227億円，静岡県207億円

の順となっている。

以下15位までの府県と北海道を入れると，全国の野菜

生産額の60%となる。つまり，野菜の供給は，これら特

定の生産県で、賄っていることがわかる。

野菜の収穫量

根葉類の低下傾向に反し，最近，果菜類，葉茎菜類の

増加は著しい。これらについて昭和34年から43年までの

10カ年間の増加状況をみると， 2倍以上になったもの

と 科 第三種郵便物認可 (15) 
，lliら

て「・

野菜の地域別生産額(勾年)

地域別 生野産額菜 書菜業のに粗対割生す合産る価野 地構成域別比

100万円 % % 
486，409 12.1 100.0 
26，163 8.7 5.4 
48，648 7.3 10.0 

12622，，26669 7 
7.2 4.6 
17.4 33.4 

77，633 (28.5) 
60，810 25.0 
24，224 13.1 一
64，585 16.5 13.3 
47，881 15.6 9.8 
29，962 9.2 6.2 
7，312 8.6 一
22，650 9.4 
34，175 15.1 7.0 
50，059 9.0 10.3 
33，291 8.0 一
16，768 10.1 一

農業所得統計による

は，きゅうり，とまとなど7品目に達している。

とくにピーマン， レタスなどの洋菜類のごときは，過

去5カ年間に3倍から 4倍という驚異的な増加振りを示

しているものもある。もっとも果菜類の中にも，かぼち

ゃのように若干減少を示しているものもある。

これに反し，根菜類や未成熟豆類などの収穫量は，全

般的に伸び悩み，にんじんや未成熟大豆〈えだまめ〉の

増加がうかがえる程度である。減少が目だつものには，

さといも，れんこん，未熟えんどう，未熟そらまめで，

かぼちゃ同様，これらはようやく過去の野菜となるよう

だ。

〔主要野菜の収穫量と生産県〕…主要野菜の収穫量に

ついて県別占有率をみると，全国収穫量の10%以上とい

う大きなシェアを有する生産県は少ないが，それでも主

産地化の傾向は一般的に強く，上位数県の生産動向が，

全国収穫量の動向を左右することも，まれではない。

次に，主要野菜別に収穫量 (43年〉の占有率が高い上

位5県について，その生産動向を見ょう。(但し，紙数

の都合で，前述した通り，中断することがあるのであら

かじめお断りしておく。

※きゅうり

43年の全国収穫量は 983，600トンで， 10年前の34年当

時に比べると，約2.6倍になっている。

43年度収穫量の県別占有量は

①千葉 7.8% ④福島 5.8% 

②高知 6.6% ⑤茨城 4.8%

③埼玉 6.4% 

の順で， 37， 38年当時は埼玉，茨城の占有率が高く，他



(16) 第三種郵便物認可 農 業 と 科 学(毎月 1日発行)昭和45年3月1日第161号
'-111111‘...111111 .，. 111111 司.111111_111111‘.111111_1111"_ ， 11 ， 11-111111‘・"IIIIII-IIIII'~・~IIIIII... ・"'11'11司・"'111111咽・þI [IIHl‘・"111111 司....111111_111111司・~IIIIII ‘IÞIIIIIII....IIIII'....IJIIII‘・~JlJl JI 咽...，UJlfI司þoI rJrlll~JrJIII~111111‘....IIIIII-IIIIII~・-'111111司船IJI Jl I 咽~1 1I1I 14

県を抑えていたが，千葉，高知，福島などが増加するに

つれ，占有率は平準化するようになってきた。

また， 34年から37年頃まで， 4~7 %の占有率を示し

ていた神奈川県や東京都などは40年代になって他県にそ

の地位を譲ってしまった。これは「都市近郊野菜」は遠

隔地野菜に，その地位をとって替わられていることを物

語るものだろう。

各産地の特徴…各生産県にはそれぞれ特徴があり，

・千葉一東葛産地(野田市，流山市，松戸市，柏市，我

孫子市，沼南町，鎌ケ谷町，市川市，船橋市〉を主とし

た春もの，夏もの，九十九里産地(大網白里町，一宮

町〉などを主とする秋ものの生産が多い。

・高知一香美南国産地(土佐山田町，野市町，南国市，

吉川村など〉を主とする冬もの，安芸産地(室戸市，奈半

利町，田野町，安田町，安芸町，芸西村，夜須町，土佐

山田市，南国市〉を中心とする春ものの生産が多く，年

末から年始にかけてのハウスものの生産は，宮崎となら

び双へきをなしている。

〔注〕ここにいうも産地、は，当該季節区分別野菜の

生産量が全国的にみて多く， しかも比較的市場への出荷

率の高い野菜生産地(数市町村の範囲jを指すもので，

農林省統計調査部が，主として野菜産地情報を得るため

に設定されたものだが，産地名称は，全国的に知名度の

高い代表的な地名などが採用されている。〉

・埼玉…県下全域にわたって生産される春もの，夏もの

が主であるが，それらの主産地としては，

イ，岩槻市，越谷市，八汐町，吉川町，三郷町などの埼

葛産地

ロ，本庄市，美里村，上里村，深谷市，妻沼町，豊里村

行田市，加須市，羽生市，騎西町，川里村などの北部

産地

ハ， )11口市，浦和市，大宮市，上尾市，与野市，草加市

川越市などの南部産地

が挙げられるが，夏ものの秩父産地(秩父市，小昆野町

など〉も見落せぬ産地となっている。

・福島…は昭和30年後半から著しく生産が伸び，とくに

郡山市，須賀川市，光瀬村，長沼町，鏡石町，天栄村な

どを主とする須賀川産地の秋ものの生産量は，他の生産

県の追随を許さない。

・茨城…は古河市，八千代村，石下町，水海道市，三和

村，総和町，古河市，境町，猿島町，岩井町など常総産

地の夏ものの生産が多く，また秋ものもかなり生産して

おり，春から秋まで万遍なく出荷しているのが特徴。

※とまと

43年の全国収穫量は849，500トンで， 34年に比し約4.

3倍と飛躍的に増加した。

県別占有率では

①茨城 11.2% 

②長野 11.1% 

③千葉 8.2% 

となっている。

④愛知 5.3% 

⑤栃木 4.0% 

・茨城，長野県は30年後半から40年代にかけて，これま

での主産県千葉をおさえ，互に桔抗して生産量をのばし

ている 0

・千葉は39年頃から生産量は激増しているが，占有率は

横ばいである。茨城，長野，千葉の3県で全国の30%，

愛知以下の占有率はいずれも低く，かなり分散してい

る。

しかし，冬とまとでは，土佐市を中心とする，全国で

も屈指の産地を有する高知を逸する訳に行かない。

・茨城…常総産地を主とする夏もの，春ものが主であ

る0

・長野…県下全域にわたる信州産地〔佐久市，小諸市，

御代田町，望月町，立科町，北御牧村，武石村，丸子町

長門町，和田村，青木村，伊奈市，飯島町，南箕輪村，

駒ケ根市，箕輪町，中川村，宮田村，松本市，塩尻市，

朝日村，波田村，山形村などを中心とする周辺地域〉の

夏もの一本の生産に重点をおき増産の実をあげている0

・千葉…は九十九里産地と京葉産地(野田市，柏市，沼

南町，松戸市，船橋市，八千代市，市原市，木更津市，

富津市，流山市，千葉市〉を主とした春もの，東葛産地

を主とした夏ものの生産が多く，全体としてかなり生産

増加となっているが，伸び率は茨城，長野にくらべやや

低い。

・愛知…束三河産地(豊橋市，豊川市，田原町，赤羽根

町，渥美町)，西三河産地(碧南市，刈谷市，安城市，

西尾市，一色町，吉良町，岡崎市，幸田町，豊田市，三

好町〉を主とする夏ものと，海岸部や束三河一帯の春もの

が多い。

・栃木 安立産地ぐ佐野市，足利市〉を主とする春もの

と，芳賀産地(茂木町，市見村，益子町，芳賀町，真岡

市，二宮町，宇都宮市)を中とした夏ものの生産が多い

が，最近はハウス栽培の生産が増加している。

…農業環境が何かとさわがしい折柄にも拘
あとがき

且らず皆様には，ますますご活躍のことと

存じます。 3月号をお届けします。

今のところ，まだ題号と内容がマッチしないので汗顔

の至りですが，次第にご期待にそうよう編集するつもり

です。 (K生〉


